










































































































































































題目 （話題・主題の眼目） が話し手にも聞き手 （独言では話し手自身）





































































































































来客をもてなすために、 水を冷蔵庫に入れて氷にするとき、 事態Ａ （水）























































































































































































































































































































































































たは複数の編者のもと、 各時代とジャンルの専門家がそれぞれ最も得意とするところを分担執筆する場合が通例である。 勢いテキストは新味や独自性の追求に走りがちで、 中には特殊な分野に重点を置くことを売りにしているものもある。 しかしこれは日々進化する学界の趨勢からすれば当然のことであり、 新味も独自性もない文学史テキストでは意味もないし、 採算も れないだ う 但し今日の大学生の学力からみれば日本文学を専門とする大学院生向けという印象である。 そのようなテキストが中学・高校国語教員をめざす教育学部生にとって最適かと言 と、 それは疑問である。 もちろん深く通じていることは理想であるが、 教科内容学としての枠と要請があるし、 授業で十 なせなければ無意味る。
 
「日本文学史」の授業は一年秋学期開講、二単位、教職・卒業とも必

















師になったら、それに類するもので教えるのだからという理由の他に、上述のように適当なものがないのが大きな理由であった。 が、 せっかく大学生になったのに高校生用のテキストというのもどうか、 と思い立ったのは開講 三ヶ月前である。 時間的な余裕の い中、 一五回の授業で具体的に取り上げられるのはせいぜい一四作品な で欲張らず、 文学史上の著名な三六人 みを取り上げ こととした。 三十六歌仙にちなんで『もの書く人々―日本文学
36人のプロファイル―』と銘打った。長大



















     
     
     
     

















































34 太宰治と『 道化の 華』
 
35 川端康成と『 十六歳の 日記』
 
 





















































































































































ばせるのによい。 正しい書写が出来ない学生が多く、 手書きは国語教員としてのリテラシー養成に寄与するのではないか。 各自が一四回分書き溜めておき、 一六回目にアンソロジーとして編集して提出することになっている。 但し一四作品ではいささか寂しいので、 日本文学概説でも原文を原稿用紙に書かせており、 これも含めて一八作品のアンソロジーにすることとした 編集は、表紙にふさわしいタイトルをつける、目次をつける
(原文に通しで頁を打つ
)ことが条件で、 一八作品揃っていないも























































































































和辞典』 （大修館書店）が旧字旧仮名遣いで書かれていること 辞書を引く際に、 辞書の説明文の文字を判読できなければ、 教材研究に大き影響を及ぼす。無論、 『大漢和辞典』以外にも旧字体を用いた字書・辞






 『論語』 『孟子』 『唐詩選』など、現行の教科書に採録される定番教材


















なのは字源や解字に関するものであろう。 一般に漢字の解説においては、総論としての六書による漢字の構成法に加え 一字一字の字源やなりたちに基づく解 が行われる。 小学生向け 編纂された漢字辞典においても同様であり、 これは字源や解字には旧字体を用いざ を得ないこと示している。例えば 省堂『例解小学漢字辞典』では「練」字について次のように「なりたち」を説明する。
 
















「練」字は通用字体では「練」 、旁を「東」に改められたため、一見すると「棟」 「凍」などとの違いが分かりにくくなっている。漢字学習の初期においては、 形音義について、 それぞれの関連性に着目させる学習が多く用いられるが、その際、 「練」字のよう 、従来持っていた他との差異が通用字体になることで消え しまった字 ついては、 本来の形音義の関係が壊れてしまっているため、 説明に支障が生ずる。 例えば「練磨」 や 「洗練」 などの熟語における通用字である 「錬 （鍊） 」 や 「煉」との旁の形の異同につ て生徒 疑問を持ったとき 旧字体や字形の歴史に通じぬ教員はどのように答えるだろうか。 字体は 「他の文字との弁別にかかわるもの」
（１）
とは文化審議会の言であるが、通用字体はその

























典研究に与る者には周知のことだが、古籍に用いられ 体 、康熙字典体と一致しないことが珍しくない。 古籍 （とりわけ抄本や木版印刷本） において、 漢字の字体 規範は比較的ゆるやか ものであった。近代以降、印刷技術の普及・向上や教育上の理由
、、、、、、
などにより、ある特定







る。そしてそれが、字形に新旧字体が混在する意味、 「辶」や「礻」などが字によって形を変える理由など、 漢字の中に様々な知的探究の緒を見出し、 将来自分が児童生徒に対して教授することになる漢字という文字について改めて考え、 学びなおす契機となることを筆者は期待している。 また旧字体の修得をきっかけとして、 ひとたび字形の上 常用漢字表の範疇から脱却すると、 こには書道 おいて行われてい 草書体や行書体、 或いは篆刻に用いられる篆書体 さらには我が国におけるカタカナや変体仮名の成立など、広汎な字形の世界が拡がっている
（２）
。文
字に対する学生の探究を促す上でも、 既存 漠然とした認識を揺 がことは大いに意味がある。
 
常用漢字表は、 初等・中等教育の漢字教育を形音義あらゆる面で規定








る書記環境の激変などにより、 現代ほど人々が漢字を使用する時代はい。 しかしながら、 漢字教育とそれによって育まれた人々の漢字リテラシーは、 かかる時代状況に相応しいものとなり得ているだろう 答えは否であろう。 大学生の作文やレポート おける誤字誤用誤変換を じ
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め、 テレビなどのマスメディアにおける誤用や誤記も少なくない。 例えばしばしば行われる 「音楽は〝音を楽しむ〟と書く」 のような漢字音や漢語語法を無視した俗説を真面目に受け止める国語教員がいるとは思わないが、 かかる俗説が俗説として成立しうる我が国の漢字リテラシーの現状こそ、 我が国の漢字教育の〝敗北〟にほかならない。 言葉は時代とともに変化するものであるとはいえ、 決して無秩序であってはならない。
 
国語教育において、 漢字学習とは読み書きに属するごく基礎的な学び























































な授業で得た知識を現場で生きた知識として活用できるように 国語科教育法において「知識」 「現場」の橋渡 できるようにしていきいと考える次第である。
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